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本試験は邦領桂太の北部に位する九州帝國大學農學部附麗演習林に於てエゾマツ、

トドマツ原生林 内に落下する種子の数量並に其の発芽 、枯死 、生長等 に關 し調査 し天

然更新を行ふに當 り参考資料た らしめん としたものである・落下種子の調査は昭和九

年及同十一年 に行 つた ものである、が発芽 及生長等に關 しては同十五年迄調査 を 纏績



した。此の 種の調査 に就 きては京都帝國大學助教授上田弘一郎氏 は 昭和八年及九年

に樺太山林會報に、元北海道帝國大學教授 田添元 、齊藤雄一雨氏は昭和九年 に、同大學

教授佐藤 義夫博士は同十五年に夫 々北海道帝國大學農學部附属演習林研究報告に、貴.

重 なる文献を登表せ られ稗盆する所が少なくない。殊 に本稿 は 佐藤教授 研究の もの

と相似通つて居る點 が多 く見 られるけれども一面異つた調査方面を も有 し且 つ重複

せる點 の如 きも彼此対照 せぱ 研究上参考に資 し得る標考へ らるゝ故 本文 を草するこ

とゝした。

本研究に當 り研究費の一部 を援助 された王子製紙株式會社並 に調査上多大 の 便宜

を與へ られた本學樺太演習林在勤の田中祐一 助教授を始め職員 に対し 深甚 の 謝意を

表する。

第 一 試験地の概要と調査方法並に目的

1林 地 概 要

試験地は北緯50度 日蘇國境線 よ9南 方54kmの 地にありて九州帝國大學農學部

附属樺太演習林101林 班 は小班 内に一haを 劃 して設置 した もゐで ある。 地質は

第四紀沖積暦 に属 し土壌は腐植質壌土をな し平坦 に して良好 な林地である。 地表 は

蘇苔類 を以て掩 はれ極めて小許の草類 塗見るに過 ぎない。

氣象關係は試験 地 より約loomを 隔つる保恵作業所に於ける観測結果の大要 を掲

げて参考に資することゝした。

樺太演習林保恵作業所観測氣象概況表 第一表(昭和四年より同九年に至る六箇年平均)



2調 査年月及調査方法

林木の種子の結實は年に より豊凶ありて毎年落 下す る種子 の 量には甚 しき相違あ

る故之れが調査には其の年の結實状態 を前提 とせねばな らない。

落下する種子の量 に就 き調査 したのは昭和九年 と同十一年で ある。 而 して昭和九

年はエ ゾマツ、トドマツ共結實豊富の年 に して同年八月 より準備 し九月一一日より測定

に着手 し同年十二月三十一 日に終了 したので ある。 翌昭和十年 は甚 しき凶年 に して

當地方は結實殆 ど皆無に近 き状態 なりし故調査を行はず、次いで同十一年は結實普通

の年 なりし故九月一 日より再 び調査 を開始 し同年十二月三十一 日に完了 した。從つて

本稿の結果は結實豊富 なる年並に普通なる年 に於 ける数字 を 示す もの と見ねばなら

ない。尚畿芽せる稚樹に關する最終の調査は昭和十五年八月末現在のものである。

調査方法は前記101林 班は小班 エゾマツ、トドマツ原生林区域一ha内 に15m宛 の

間隔を置 き九箇所に2m×2mの 木権 を設 け深 さ30cmの 有底無蓋の袋を装置 し毎 日

午前十一時落下種 子の数量を調査 した。(写真 参照)

エ ゾマ ツ、トドマ ツ落下種 子調査区(第 一 圖)

尚此の各落下種子調査装置に接 して同面積(2m×2m)の 腐朽木撒布区 、地表掻起

匠、原生林地床状態 匿を各 々九個設 けて地床状態 を異 にす る三種 のものに付天然に落



下せる種子の発芽 、枯死 、生育状態 を比較観察するこ とゝした。

3林 相 概 要

101林 班は小班原生林 内に設けたる試験匠域地一一haの 林分構成は次の通bに して

當地方に於ける原生林の有する普通の林型をな し、地床状態は前生稚樹は可な り多数

なるも蘇苔を以て掩はれ草類は僅少である。(第 二表 、第三表)

直径 級 別林木 本数 並 に材積 分配 表(但 胸高酪 …・2・m以上)第 二 表

1・面積はIhaと す(試 験

地区域)

2・胸高直径の測定は直径

階を2cmと し叉2cm

括約 にて調査ぜしも本

表は直径級存五箇に取

纒め揚載せ り

胸高直径Iocm以 下の直径 別(樹 高別)本 数配分表 第 三 表

第 一 類 は胸 高 直径

2-locmの もの とす

第二類は胸高直径

2cm以 下即樹高2m以

下Iocm迄 の もの とす



尚試験 地区域内第一区乃至第四区の西方に當 り昭和十一年 、十二年頃 よリエ ゾマツ

に蟲 害木 、風害木を漸次生ぜ し故同十四年五月夫等を伐採 した。其の数量 は胸高直径

39,30cmの もの、各2本 、35,27,17cmの もの各1本 計7本 材積563m3で ある。從つ

て伐採以後は林冠梢疎開せる所を生ぜ し故其の黙 を考慮に入れる要がある。 換言す

れぱ落下種子量の調査 は 原生林の状態に於て行 ひ得たる も其後の落下種子の発芽 枯

死生長に關 しては被害木発生 以 後、殊に伐探以後は積疎なる原生林内に於 ける試験 結

果 と見徹 さねぱな らない。

第 二 エ ゾマ ツ、トドマ ツ原生林 に於 ける種子落下状態

1昭 和九年秋に於ける種子落下状態

調査区はエ ゾマツ、トドマツ原生林内に設けられたる九箇所 より成 り一 箇所の面積

4m2な る故合計36m2で ある 。昭和九年に於ける種子落下状態 は末尾附属表第一一號の

通bに して始 めて種子の落下を見たのは九月三 日に してエゾマツ 、トドマツ合計5粒

に始ま り、以後九月二十一 日迄は一進一退極 めて小量 に して九月二十二 日より漸次増

加の傾向を示 し九月二十六 日以後は急激に増加 し十月六 日に及び以後稽衰へて十一

月二十一 日迄持続 し、十一月二十二 日以後更 らに減少 して十二月三十一 日に略 々終 了

した と見 られるので ある。即 ち九月三 日より九月二十五 日迄を第一期開始期(23日

間)、 九月二十六 日より十月六 日迄 を第二期最盛期(II日 間)、 十月七 日より十一月

二十一一日迄を第三期後績期(46日 間)、 十一月二十二 日より十二月三十一 日迄を第四

期終末期(40日 間)と 大別 し得 るのである。 即 ち第一期開始期に於ては最初の20日

は極 めて少 なく一二の例外 を除けば毎 日Io粒 以下で あるが最終の4日 間に精多 く落

下せる爲本期(23日 間)平 均一 日の落下種子は25粒 となる。 其後第二期最盛期に入

るや一 日数千粒の落下 を見 ることもあbて 本期II日 間の平均一 日の落下種子は實 に

2.Io8粒 である。

次 いで第三期後績期に入 るや落下種子は減少するも46日 間持続 し本期平均一 日の

落下種 子は264粒 となる。其後第四期終末期 は更 に減少 して本期40日 間の平均一 日

の落下種子は僅かに30粒 に過 ぎない。

各期に於ける落下種子数量は第四表の如 くに して、十 日毎 に数量を取纒 めたるもの

は第五表 に して第二圖は之れを圖示 した ものである。



各期 に於ける
エ ソ マ ツ

ト ド マ ツ 落 下 種 子 数 量 表(試 験地面積36m・)

第 四 表



昭和九年定期(十 日間)落 下種子数量表(面 積361n2) 第 五 表

昭和十 一年定期(十 日間)落 下種子数量表(面 積36m2)第 六 表
●



原生林に於ける昭和九年同十一年
エ ゾマ ツ、トドマ ツ種 子落下状 況 圖(十 日毎)

調 査 面 積36m'(第 二 圖)

2昭 和 十一年秋に於ける種子落下状態1

昭和九年に於てエゾマツ 、トドマツの落下種 子数量 を調査 せ しと全 く同 じ方法セ行

つた。

其の結果昭和十一年秋に於ける落下種子数量の経過は附属表第二號の通 りに して、

各期 に於 ける落下種子数量は第四表に示 してある。 又十 日毎に数量を取纒めたるも

のは第六表に して第二圖は之れを圖示 した ものである。

今経過 を見 るに第一期開始期は九月一一日より 同二十九 日迄29日 間に して平均一 日

の落下数量は40粒 である。 次 に第二期最盛期は九月三十 日より 十月二十九 日迄30
剛

日間に して平均一 日の落下数量は314粒 で、第三期後績期 は十月三十 日より十一月三

十 日迄32日 間に して平均一 日の落下数量は41粒 で ある。 更 らに第四期終末期 は十

二 月一 日より同三十一 日迄31日 間に して平均一 日の落下数量はIg粒 である。



3概 括

今是等 を総括するに落下種子数量は平均一m2當り 豊年 なる昭和九年 は エ ゾ マ ツ

783粒 、トドマツ278粒 計1,061粒 に して平年なる同十一年はエゾマツ20g粒 、トドマ

ツ138粒 計347粒 である。尚昭和十三年は一般 にエ ゾマツは豊年 な りしが佐藤教授 の

調査 によれば一m2當 リエゾマツ815-1812粒 、トドマ ツ48-一一58粒 となり(引用文献

〔6〕S・12)昭和九年 よりも尚豊富で ある。斯 く年 により其の結實落下の種子量には大

なる差異がある。

次に種 子落下の開始期 、最盛期 、後績期 、終末期の關係を見 るに氣象の關係上昭和九

年 と同十一年 とは最盛期の 日数に差異 あるも要するに最 も多 く種子 の 落下する時期

は最盛期 、後績期 を通 じたる期間に して昭和九年に於ては九月二十六 日より十一月二

十一 日迄57日 間、同十一年に於ては九月三十 日より十一月三十 日迄62日 間に して就

中九 月下旬より 十月末 日頃迄最多 くエ ゾマツは総数量の78%(昭 和十一年)～87%

(同 九年)、トドマツ は7g%(同 十一年)～85%(同 九年)に 達 し其の年 の氣象關係等

で差異 ありとする も要す るにエ ゾマツ、トドマツの種子の落下する期間は主 として九

月二十 日頃 より十一月末 日迄 と概定することが出來 る。

尚種子の落下開始期抵九月始め より九月二十 日頃迄、終末期 は十一月末 日頃 より十

二月末 日迄 と概定 し得 られる。又エ ゾマ ツ、トドマツ共其の落下時期には大なる差異

を認め られない。

叉エゾマツ の落下種 子数量は トドマツに比 し多数 に して紹粒数 に対し 昭和九年 は

エゾマツ73・77%、トドマツ26.23%、 同十一年はエゾマツ60.28%、 トドマツ3g.73

%に して年 によ り樹種 に豊凶の差異 ある も本地方 の 原生林に於てはエ ゾマツは トド

マツに比 し材積本数共多 く混溝する故其の種子量は特殊 の 結實状態 ならざる限 リエ

ゾマツの方多 きものと考へ らる。

今 文献 に 依 る に京 都 帝 國大 學 上 田弘 一郎 助教授 は昭 和 八年 京都大學演習林

地方 に於 て は種 子 の 落下 し始むる時期は九月下旬又 は 十月上旬に し二てエ ゾマツの

種 子は'5ド マ ツの種 子に比 し遅れて成熟する様認め らる と述べ(引 用文献 〔g〕S・36>

且 同九 年 更 らに昭和五年度 に 於てはエ ゾマツは九月末頃 よリ トドマツは九月二十



日頃より種 子登散 し始め十月上旬急に落下量を増 し十月中旬には過牛数落下 し十月

下 旬には極めて僅少の種子を算 ふるに過 ぎなかつたこと、叉同六年度に於ては トドマ

ツは九月末 より種子落下 し始 め両後落下量 の変化 は極 めて緩で あつて種子落下は十

二 月上旬に及べることを述べて居 られる。(引 用文献 〔lo〕S・14-15)

又北海道大學佐藤義夫教授 は同大學演習林 に於て調査 し昭和十五年爽表 して、エ ゾ

マツ、トドマツ共種子の落下開始期は同様九月二十一 日に して最盛期 はエ ゾマツにあ

りては十月十一 日乃至二十 日の間にあ り、十一月に入る も術落下を績 くるに反 し トド

マ ツにあ りては十月二十一 日乃至三十一 日に入來 し一齊 に落下 し終 ると述べて居 ら

れる。(引 用文献 〔6〕S.12)

本調査 の結果 は佐藤教授並 に上田助教授 の記載 と必ず しも二致せず 、種子落下開始

期 は両 氏の ものより早 く終 末期は雨氏のものより遅 く長期 に 亘 りて落下す る結果 を

得 た。又エゾマツ 、トドマ ツ種子落下開始は上田助教授記載の もの と異 り殆 ど同時に

して佐藤教授の調査結果 と一致する も共の終末期 に於 ける落下状態 はエ ゾマツ、トド

マ ツ共大 なる差異な く佐藤教授 の もの と多少の差異 を生 じた。

4。 其他墾考すべ き事項 ・

エ ゾマツ、トドマツの種 子結實及び落下の時期等に關 し從來述べ られて居 る二三の

事項 を述 ぶれば次の様で ある。 ●

a)上 田助教授 はエ ゾマ ツ、トドマ ツの種 子落下の時期に影響する ものは第一に

氣象因子である。即 ち昭和五年度に於ては六年度に比 し種 子成熟期及飛散期間乾燥

し雨天並に雨量少 なく且種子落下當初 に屡 々暴 風起 りしことより、五年度にあつては

落 ち始むる時期早 く且短期間に急に多数種子の落下せ しを想像 し得 らると蓮べ(引 用

文献 〔10〕S・15)

又エ ゾマ ツ、トドマツー樹木の結實量に就 き老大木は小径木 に比 し大である、又探

集せる精選種子の重量は中脛級以上の ものにてはエ ゾマツ平均144・4gr,トドマツ

23.2-一一696.99r',小径級の ものはエ ゾマツ1.o-34.ogr,ト ドマツ9.o-22.7grと して

居 らる。(引 用文献 〔g〕S・28-36)",・

b)田 添元助教授 、齊藤雄一氏はエ ゾマ ツ、アカエ ゾマツ、トドマツの毬果及種子



に就 き、種鱗 の開閉は室中灘氣 の低 き日の続け る時に開 くものに して通風の關係は種

鱗の枝葉により防害せ らるる基部に於りる種鱗 よりも頂部に於ける種鱗 は 開 き方早

きもの 如ゝ し。 古種子の落下は強風の 日に當 りて多量の散布 ある ものに して遠距離

へ吹 き途 らる ゝものであると。(引 用文献 〔8〕S・27)

c)Fabricius教 授 は五本の老齢 なるTanne種 子に就 き試験 を行つた。今種子の

母樹 の年齢 、其の種子量並 にIg25年 新に得たる享年生稚苗 の 数量等を示せぱ次の様

で ある。 ・

健全木にて南及東に開け居ろも非常に懲
閉ぜろ林分中に抽 き出して立てるもの
海抜700m・

健全木にて懲閉ぜる林分中にあ るもの

海抜770m・

健 全木にて蓼閉せる林分中にあるもの

海抜770m

中心部腐朽して年齢正確な らす。中庸の

蓼閉¢ ろ林分申にあろもの海
i成740-750m・

申心部は健全 なるも輪層病 に犯されテこり
釜閉o.6--o・7の 林分中にあ ろもの
海抜670m・

此の試験 は五本 の結果 にて正 確 な らざ る も母樹 の 年 齢 は増 す も種 子の発芽 は低下

して居 らない こ とを示 して 居b寧 ろ反対 に増 して居 る と も云 へ る(引 用 文献 〔5〕S.

696)。

此 のFabricus氏 の調査 は老齢木 極 めて多 き樺 太 のエ ゾマ ツ、トドマ ツ原 生林 の種

子 の発芽 力及 更新 に關 し研 究上 好 個の資 料 を與 へた もので ある。

d)SchwapPach氏 に依 れ は1874年 よ り1893年 に至 る20年 間 に於 て平 均一 ケ

年 の結 實量 はTanneに 於 て豊 作の34.6%、Fichteに 於 て は37.o%に 當 り幾分Fichte

の方 が結 實 良好 な るこ とを示 し、又結 實豊 凶 の繰返 し期 間 はTanne.Fichte共 殆 ど同様

で豊 凶共 三年 毎(一 部 二年)に 到 來 す る様 述べ(引 用文 献 〔7〕S..161)

叉 碗sgen氏 は豊 富 なる結 實 はTanneに ては二 一三 年毎 に 、Fichteに ては三 一五年

毎 に出現 す る と説 き(引 用文献 〔1〕S.362)又 植木 秀幹博 士 は朝鮮 モ ミは隔年 に 良 く



結實すると稻 して居 られる。(引 用文献 〔II〕S.III)

e)EbertsはPreuBen各 地の統計 より種子結實に有害 なる原 因として(1)初 霜

晩霜(2)開 花期に灘氣強 きこと。 殊 に灘氣多 く低温Q降 雨 を件ふ場合(3)夏 期

に於ける特別乾燥せる場合・(4)其 他雪 、蟲害等あbた る場合 、牽畢げて居 る。(参 考

文献 〔3〕、S.275,284)"

之れに依つて見れば樹種に より結實には固有 の性質はある も其の年 の無 象關係等

に より左右 せ らる ゝことある故必ず しも一定の結實週期 を有する とは云へない。

蓼 考

尚本學樺太演習林に於けるエ ゾマツ、トドマ ツ結實の状況を從來の習慣 により豊 、

普 通、凶 に秀 ち昭和九年 より同十五年迄概評すれば次の通 りなるも此の区分は非科學

的なる故僅に参考に資するに止めんとす。

5'各 期に於ける落下種子の重量

種子落下の開始期、最盛期 、後績期 、終末期の各期に於ける種子100粒 當 りの重量を

調査するに第七表の如 く昭和十年 、十一年共最盛期の もの最 も重 きも昭和九年 に於て

は終末期 、後績期之れに次ぎ開始期の もの最 も輕 く、同十一年に於ては開始期 、終末期

之れに次 ぎ後績期の もの最 も輕 く数字的には一致 せざる も要するに最盛期の もの重

量最 も重 きことを示 す も其他の期間に於ては大なる差異を認め得ない。 一般 に豊年

の種子は凶年 の種子 より発芽 率大 なるもの と認め らる。(引 用文献 〔3〕S.Io7)而 し

て種子の重量 と 畿芽率 と正比例するものとせぱ平年 なる昭和十一年の トドマツの種

子が九年 の 種子に比 し重 きことは乾燥等種子処理 上に蹄 因するや疑問の點 ある故種

子落下の開始期 、終末期等 に於 ける種子重量の差違 と共に尚精密なる今後の實験 に侯

つて決定せんと思ふ。

文献 に依れば上田助教授は各時期に於 ける種子の重量を測定 し、曾て ヒ〃 ブ氏がマ



各期 に於 ける平均100粒 當 り種子重量表 第 七 表

ツの種子に就 き最初に落下せる種子は最後に落下する種 子に比 し重量5-IO%重 し

と述べて居る事實は昭和六年度秤量せ し結果 と合致すると述べ ヒノンプ氏説 を 肯定 し「

次 の表 を掲 げて居 られ る。(引 用文 献 〔lo〕S.12-13)

'

尚 同 氏 はエゾマツ 、ト ドマ ツ種 子Ioo粒 の 重 量 を 測 定 し毬 果 大 な る も の は エ ゾ マ ツ

o.270gr・ ト ドマr71・oo4gr,毬 果 小 な る もの は エ ゾ マ ツo.210gr,ト ド マ ツo.702grと

記 して 居 られ る。



又土井教授造林學汎論に於ては 農林省林業試験場及 帝室林野局林業試験場技師の

調査結果より 中傭の便を求め種子1∞ 粒 の重量をエゾマツo・24gr,ト ドマツLoogr

と記 して居 られる。(引 用文献 〔3〕S・136)'

又佐藤教授 は次の如 き測定結果を掲げて種子平均一粒 の 重量はエ ゾマツにありて

は十月十一 日～十一月二十 日の問に最重 く、其以前に於て甚輕 く、共以後に於て亦輕

し。 トドマツにあ りてはエ ゾマツと同 じく落下初期に輕 く、十月十一 日～十一月十 日

の問に於て最重 く急に落下を終 る、と述べて居 られる。(引 用文献 〔6〕S.g-一一Io)

本調査の結果 を以上文献 と対照 するにエゾマツ 、トドマツ種子IOO粒 の平均重量は

上田助教授調査の ものと略一致するも、時期に よる重量の差異は傾向を異 に し寧 ろ

佐藤教授 の調査に近 き結果を得て居 る。

第 三エゾマツ 、トドマ ツ原生林 内に落下せ る1

種 子の発生 、枯死並 に生長 に關す る試験

エゾマツ、トドマツ原生林 内に一一haの 標準地 を設 け之れに15m宛 の間隔を以て各

邊2m×2m,深 さ30cmの 落下種子量調査装置九箇を作 りて天然 に落下する種子量 を

調査せることは前述の通 りである。 此の落下種 子量調査装置九箇に相接 して地床状

態に依る落下種子の発生 、枯死並 に生長状態を調査する爲更 らに面積各2m×2mの

腐朽木撒布区 、地表掻起区 、原生林地床状態匠 を設備 した。

腐朽木撒布区 とは地表の落葉枯枝蘇 苔等を全部取 り去 り土壌のみとし其 の 上に原



生林 内に倒木 として存在する エ ゾマ ツ、トドマ ツの腐朽木を小片に確 ける ものを 約

1㏄mの 厚さに敷 き詰めた ものである。元來エ ゾマツ、トドーeツ原生林 に於ける天然生

稚苗の発生 は概ね古 き倒木 として存在する腐朽木 の上 に 於て行はる 事ゝ多 きは誰人

も認む る所 なるを以て本調査匠を設けたのである。 地表掻起匪は落葉枯枝蘇苔等全

部剥 ぎ取 り土壌のみとし之れを輕 く掻 き起せる区域である。 原生林地床状態区 とは

地床を原生林 の儘何等人工を加へず放置 し置 く区域である。

以上三種の異 なれる地床状態各 々九個に付(1-9)昭 和十一年 より同十五年に至

る落下種 子の発芽 、枯死並に生育の経過 を一括すれば第八表の通 りである。調査は毎

年八月末に行ひ発生 の稚苗に標識 を立て稚苗高を測定 した。 八月末以後に発芽 せる

ものは翌年夏測定せ られ第八表は晧和十五年八月末現在の状態で ある。

以上三種の地床区は何れ も落下種 子量調査装置 と同面積(36m2)な るを以て測定せ

し落下種子章は同時に是等三種の地床区上 にも落下せる ものと見徹 し得 る。而 して昭

和十一午 に於ける落下種子粒数 は エ ゾマツ7.526粒 、 トドマツ4.g60粒 計12・486粒

(一一m2當 り346粒)に して之れを第八表の各年 に於 ける総発生 本数 に比較すれば落下

せる種 子中発芽 し得 るものは如何に其の一部 なるかを窺 ひ知 ることを得る。

今三種の地床状態 に於 ける発芽 状 況を見るに発生 緬数量に対しエゾマツ81.6%、 ト・

ドマツ18.4%に してエ ゾマツは トドマ ツに優つて居る。之れは結實の豊凶に依るこ

と以外 に母樹の本数多 きことが主なる原因で ある。又エ ゾマツ、トドマ ツ共隔年に登

生数量多 く、又五箇年間の総発生 本数は腐朽木撒布区はエ ゾマツ441本 トドマツ78本

計51g本 にて最多 く、地表掻起匿はエ ゾマツ163本 、トドマツ57本 計220本 にて之れ

に次 ぎ何れ も多数の発芽 を見たるも原生林地床状態区に於ては僅にエゾマツ4本 、ト

ドマ欺2本 計6本 の発芽 を見たのみで ある。此の結果より 見るに原生林(構 成第二表

第三表の通 り)内に於て自然 の儘の状態に於ては蘇 苔の二爲共の発芽 は甚だ しく害せ ら

れ殆 ど其儘枯死するに反 し、腐朽木上並に地表を掻起せる林地 に於ては可な り多数登

芽 し得ることを認め得べ く、天然更新を行ふには地表の掻起 しを必要 とすること並 に

原生林 内に存する腐朽せる倒木上に前生稚樹 の 成立すること多 きことを証擦立てた 一

ものである。



エゾマツ、トドマツ原生林内各種地床に於



ける天然生稚苗の発生枯死並に生長状況

第 入 表



尚供試の原生林は第二表第三表の如 き構成 と地床状態の ものなりしが昭和十一、十

二年頃 より区域内に蟲害並 に風害木 を生 じ同十四年伐採せ し爲鬱閉 租疎開せ し故一

暦稚苗の発生 多 き様認 めらる。(但調査区 に直接 する林木には被害木 な し)

次に発生 せる天然生稚苗数は上述 の 如 くエ ゾマツ多 きも生長は トドマツの方遙 か

に優勢 に して同年生 の稚苗高を比較すれば其の點 明瞭 に して総本数の平均に於て、エ

ゾマツ1・7cm,トドマ ツ3・5cmでトドマツ の稚苗高はエ ゾマツの二倍である。 且つ

エ ゾマツは一年生にて も三年生にて も殆 ど其の高 さに差異 なき有様である。 之 れに
、

よりて も稚苗時代は トドマ ツの方陰性強 きこと並に原生林内に於ては(多 少の疎開箇

所 を含みて も)雨樹種 の稚苗は生長極めて遅 きことが窺 ひ知 られる。

次 に発生 せる稚苗の枯死傘 を昭和十二年発生 の ものに就 きて見 るに、現在迄にエブ

マツは3【8本 中168本(52,5%)、 トドマツは99本 中50本(50.5%)枯 死 し尚年 と共

に枯死するものを生ずる ものと思はる。 其後磯生せるものには現在迄枯死せる もの

が少 ない。 之れは発芽 後期間短 くして今後枯死する ものを含む と蟲害風害の爲林 冠

に租疎開せる所を生 じ稚苗の生育に適す る状態を呈せ し所がある二爲である。

第 四 総 括

邦領北部樺太に於けるエ ゾマツ、トドマツ原生林 に於ては種子の落下時期 激 量 、及

之れが発生 、枯死並に生育に關 しては次の如 き事實 を認め得 らる。

1)エゾマツ 、トドヤ ツの種子の落下は九月一 日頃 より始まる も極 めて少量 にして

九月二十 日頃 より十一月末 日頃迄最 も多量に して 、以後依然落下は纏績するも其の量

少 なく十二月末 日頃終止するものである。 故に種子の探集は九月下旬 より十一月末

日頃迄 を適當 とする。

2)エ ゾマツ、トドマツは年 により結實 に 著 しく豊凶あ りて一m2内 の落下種子量

昭和九年はエ ブマ7、 トドマツ合計1061粒 、同十一年は・347粒で あつた。尚同十年は

殆 ど結實 を見 ざる程の凶年で あつた。

3)エ ゾマツ、トドーtツの落下種子量の割合 は昭和九年に於てはエゾマツ73.77%,

トドマツ26・23%,同 十一年に於てはエ ゾマツ60.28%,ト ドマツ39.73%で ある。年



に より各樹種の結實状態に差異 ある故一概に論 じ難 きも本原生林 に於ては材積、本数

共 エ ゾマツ多 き故、特殊 な結實状態 ならざる限 り落下する種 子はエ ゾマツの方多量で

ある。

4)種 子100粒 の重量 を計算す るに昭和九年の もの、同十一年 のもの共種子落下の

最盛期の もの最 も重 く、其他に於ては大 なる差異を認め得 ないが本項 に關 しては更 ら

に精密に調査する必要を認める。

5)エゾマツ 、トドマツ 原生林内(36m2)に 於 ける天然生稚苗の発生 は五箇年間に

於 ける発生 紹数は腐朽木撒布区51g本 、地表掻担 区220本 、に して原木林地床状態区

に於ては僅に6本 である。 之れにより原生林 に於ける天然更新には地表掻起 しの必

要 為ること、並に腐朽せる倒木が稚苗発生 の良き地床 なることを知 る事が出來る。

6)エ ゾマツ、トドマツ原生林内に天然に発生 する稚苗 は前記三種の地床麗の総登

生数 に対し エ ゾマツ81.6%,ト ドマツ18.4%で ある。 之れは主 としてエゾマツ の方

落下種子量が トドマ ツに比 し多量 なるに因る。

7)稚 苗の枯死牽は昭和十二年発生 の ものに付 きて見 るに、四箇年間に於てエ ゾマ

ツ52.5%,トドマツ50.5%に して年 と共に尚枯死するものを生ずると思はれる。

8)天 然に発生 せ る稚苗の生長はエゾマツ よリ トドマツ旺盛に して、穏本数の平均

に於てエゾマツ1.7cm,トドマツ3.5cmに して トドマツの高 さはエ ゾマツの約二倍で

ある。之 れに より此の時代に於 ては、トドマツはエゾマツ より陰樹 なることを知 り得

らる。尚稽疎開せる箇所を含む原生林 内に於て も稚苗の生長 は極 めて遅 く、殊にエ ゾ

マツは一年生にて も三年生にて も殆 ど其の高 さに差違な き状態である。

t( -16 ,1,20.一)



昭 和 十一 年エ ゾ マツ 、 ト ド マ ツ種 子 落 下 数 量

夜來 より降雨あり

夜來 より降雨あり

10時 より降雨

前 日より引き績き降雨
噺績8時 間
5時 頃降雨暫時にして晴

微雨あり

夜微雨

18時 降雨 も

昨夕刻 より降雨夜雫に止む

17時 微雨直に止む

3時 よvJ降 雨

II時 よ り強風 前夜來の雨未明止む

終日大雨

絡 日降雨

15時 よvJ降 雨

前日來の雨9時30分 頃止む

8時 頃降雨直に止む

Il時 頃 より降雨

終 日降雨

雨未明止む



各 日 調 表(試験 地 面 積36mL')

(次 頁へつづ く)

It時 頃 より降雨、噺績強風吹走

前日來の雨19時 止む、夜來強風あ り
層強風あ啄落葉多 し

12時 より降雨14時30分 止む

19時 降雨 刎 時止む

朝 霜'

微雨直に止む

強風吹走

未明 より降雨

前日來の雨甑績、Io時20分 より降雪

徹風降雲

微風降雪

未明より降雪

雲夜牛止む

静稔降雪

艀稔降雪噺績

静稔降雲噺績
7時 より吹雪i16時 より降雨
夜に入 り止む 夜牛強風吹走
夜來強風あり

降雪多し

静 稔

未明 より降雪

夜來強風吹走、19時 頃 より烈風

夜來夜來強風吹走

静 稔

静穏13時 より降雨

霜柱 を見る、前日來の降雨未明止む

未明微霜 霜柱々見ろ

降 霜



(前頁 より継承)

艀穏降霜,

降 霜

夜來軟風あη降霜

静穏23時 降雪

無風降雪5寸16時 、前日來の雪止む

軟風あり未明微南、12時 止む

夜來張風吹走'

艀 稔

降雪和風13時 よ"J吹雪23時 止む

降雪あ り.10時 吹雪 夜に入 り止む

未明降雪あvJ

観 撃糊 鱈 止み吹雪嚇
静穏未明降 る

'降'霜

未明降雪あり

終日雪

前日の雪II時 頃止む

未明微雪11時 止む

20時 頃降雪

前日雪18時 止む

15時 より微雪19時 止む

17時40分 より降雪

前日來の雪14時10分 止む

12時30分 微雪あvJ

未 明微雪あり



未明微雪あり終E風 強 し

未明微雪、15時30分 より微雪止む

15時 より微雪30分 にて止む

未明微雪8時 止む

14時30分 より降雪

風強 し前日來の降雪未明止む

Io時30分 微雪30分 頃止む

II時30分 よ り降雪夜中止む

未明降雪少量

備 考1)氣 温は毎日午前10時 實測のもの2)NI・N3は 風向風力を示 す

3)mmは 降水量を示す



昭 和 九 年 エ ゾ マ ツ、ト ド マ ツ 種 子 落 下 数 量

13時 より降雨

前日雨夜半止む

11時 頃よvJ微 雨16時 止む

10時 頃 よvJ疾 風吹走21時 よリ降雨

引き績き降雨

洞

前日來微雨微風

未明降雨あり

II時 頃降雨16時 止む

未明微雨16時 再び降雨

前日來の雨今朝7時 止む、rr時
再び雨

19時 頃 よvJ降雨 あり

未明降雨止む
ゆ

降雪あり

12時 頃よvJ降 雨直に止む'

未 明よV,強 風吹走11時 頃衰ふ

21時 タリ降雨

未明雨止む20時 再雨

9時 璽雨止む

18時 頃降雨、直に止む

、

14時3・ 分頃より降雨、直に止む

未明降霜



各 日調 表(試 験 地 面 積36m2)

(次 頁へつづ く)

23蒔 頃 より微雨

18時 頃 より強風吹走

朝來西強風吹走、12時 頃止む

嚴 霜

午前9時 突風あ リ且絡日強風績 く

未明より降雨

17時 頃より降雨

未明降雪あ り'

H時 頃南強風 と共に降雪

降霜あ り

降霜あり

13時 微雨止む

未明 より降雨
前夜來の降雨未明止む、9時3q分
よvJat雪 北西の風強風吹走

降雪.12時 止 む

13時 雨止む

10時 頃 より微雪直に止む

未明微雪

降霜あり

降霜あり

9時30分 よ り強風吹走

Io時 より降雨21時 止む

10時 頃 より降雨



(前 頁 より綴承)

未 明 より微雪 、15時 頃止む

未明徴雨

Io時 頃よP降 雨r2時 南東の風強風

前日正午頃 より強風吹走 夜牛に
及ぶ
本 日落下時間内雪雨あり

未明徹雪
朝來風張 し、13時 頃より降雪
17時 止む

7時 頃微雪

未明微雪18時 止む

rl時 頃 より微雪直に止む

未明徹雪14時 頃より降雪
前日午後1時 頃 より北強風吹走

今朝未明衰ふ 、

未明 よvJ降雪11時 止む

15時 頃 より降雪

引き績き微雪14時 頃 より疾風
直に止む
徴雪朝來止む

叫時頃 より微雪17時 頃北強風

前日午後 より北強風吹走、本 日
正午頃衰ふ

未明 より微雪12時 止む

風張し

未明薇雪
午後II時 頃北突風あ り30分 程
噺檀 して衰ふ



10時10分 頃 より微雪直に止む

朝來風強 し

20時 頃より降雪、約40分

午前6時 より降雪 正午に及ぶ
16時 頃 より疾風

静穏降雪

北の突風落雪頻りなり

未明微雪

朝來風強 く雪為交ふ

II時 より微雪噺績、15時 止む

未明微雪'

午前11時 頃 より疾風吹走

未明よvJ降 雪i4時30分 止む

朝來風強1しIo時 頃 よvJ微雪
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